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・中乗左右に2本の芯抜きで計8本あれば充分であろう。

墾岩機の孔繰り速度を15cm／分とおさえても各孔70cm

であるから，計40分で難孔は完成する。故に1日1方，

難岩機1台で充分5tを採掘しうる。

　15）各坑別の年間採掘鉱量を考える。

　大窓10、番坑の場合，脈幅李均10cm，25日稼動5カ

月間で，繋岩機2台を蓮韓した場合，粗鉱約90t（MoS2

6％）カミ探掘可倉旨である。

小窓2番坑の場合，脈幅5cmで，大窓10番坑と同

様な條件のもとに，粗粒採掘量は50t（MoS23％）と・

なるQ
　このおのおのより選鉱実牧率90％として，1MoS290

％程度の精鉱約6．3t が得られる計算になる・

　　　　　　　　　　（昭和26年8月調査）
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　　　　Yama（ia＆Hi（1eo　Inoue

　　Got61slands，Nagasaki　Prefecthre，is　the

13rgest　loca亙ity　in　pro（iuction　o｛diaspore　in

J琴pan，about150metric　tons　of　monthly

outputofdiasporeand1，300metrict・nsof
the　other　pyrophyllitic　ore，　yielded　from

about　twenty　five　groups　of　ore　deposits．

　　These　ore　deposits　have　been　exploite（i

in　several　mines，among　which　Got6mine　is

th．e　Iargest，and　Tao　mine　the　next。

　　The　commodi口es　comprises　pure　dias一
・pore，　diaspore・rich　pyrophyllite，　（iiaspore・

corun（1um－rich　pyrophyllite　an（i　pyrophyllite

ores，and　those　are　used　for赫gh　aluminous

refractories，common　aluminouS　refractories
and　coating　or　fi11er　raw　materials，respec廿

vely．

　　The　ore　deposits　are　of　hydrothermal
origin　and　occur　as　massiv“，veir卜form，1en－

tlcular　in　form，or　as　pedded　bodies　replacing

some　beds　of’the　Eocene？formations　and

t耳egranitep・rphyrywhichinvadedint・the
sediments．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　The　ore　shoots　seems　to　be　restricted

＊　地質部・鉱床部象任

＊＊鉱床部

along　the　general　trend　ofNE－SWdirection，

and　on　the　domal　roofs　of　the　sediments，・

so血etimes丘11ing　small　fractures　in　hgst
rocks．

　Theyareusuallymantledbythe魚ick、、
shells　of　altere（1rocks　in　successive　zones，

丘o出imer　to　outer　enumereted　as　fo116ws：

Diaspore→d玉as口ore。rich　pyrophyliite→pyro・

phyllite　ore→poor　pyrophy11玉te．

　Tne　prospecting　of　the　neW　ore　deposits

around　the　developed　area　may　proceed　wi－

thout　（乳i缶culty　as　the　geological　features，

known　by　this　work，manifest　the　positions

of（ieposits　in　the　area．

　　The　ore　reserves　are．estimated　as　fo1・

10ws：

（metrictons）

coating　and丘11er　use

SK30
SK32，

SK34
crucible　use

diaspore－rich　ore

diaspore　ore

prQspective

and　probable

315，500

40，000

8，000

7，300

11，000

35，300

available

215，000→噂α

30，00α，，

5，000『，，

3，500　，，

7．000　，，

19，600’　，，

　　　　　　　要　約
1．五島幅江島が蟻石，特にダイアスポアの産地とし

てのわが國における重要度に鑑み，主として残存鉱の賦

存状況と鉱量の確認および今後の探鉱開発方針の確立を

目的として，昭和26年3月孚ばから約1カ月間に亘り・

五島砿山を中心とする約6×8km2の範囲の地質ならび
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に蝋石・ダイアスポア鉱床の調査を行つた。

2．，調査区域内には五島砿山・田尾鉱山・本山鉱山・

高岳探掘場等の諸蝋石山があり・それぞれの月生壼額は

およそ次の通りである。

　　　　rダイア君離蜘鰻看鵬
五島砿山　100t　　200t　300t　一
田尾鉱山　　15㌻　　一　　r　750t

奢縣饒場｝定産額鳩憾とんど価

　いずれも比較的交通に恵まれ，職時中は一時アルミナ

原料として利用されようとしたが，絡職後，ふたたび本’

来の耐火材として，1部はクレー原料として原地で水簸

，して出荷されるに至つている。

　また，かつては露天掘りが主であつたが，現在では約

7割が坑内掘り（手掘り）である。探鉱は1部を除き余り

i進んでいない0

　3．鉱床分布区域の地質は始新世と推定されている白

色砂岩・友色頁岩の互層を主とする地暦と，これに対

し，ややドーム状に貫入した花嵩斑岩等からなり，前者
』
は
部 分的にしばしば鉱床の帽岩となつている。

　4．鉱床は上に述べた岩石のなかに隼じた牛気成～熱

水成交代鉱床であつて，母岩の種類・構造等に從つて次

のような産状を呈する。

　｛　　1砂岩頁岩互暦の層面または帽岩の下面に滑つて

　　　　　　　　　　　　　　　』　　　緩傾斜の暦状または厚レンズ状

　　2花崩斑岩中に急傾斜の塊状または厚レンズ状
　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　3母岩のいかんを問わず破砕幣を充して脈状

　　　　　　　　　　　　　　一　5』個々の鉱体はEN－WS，ES－WN，E－Wの順位に

伸長方向の頻度を示し，それらの方向性は，主に鉱体を

囲む変質帯の伸びの方向で示されるQ

　6。地域内の鉱床群の総数は第1表に示す如く，25以

上に達するが，このうち，ダイアスポアを主とするもの

は5～’7個，それらのそれぞれの規模は塊状のもの10m3，

層状のもの60×20m3程度が最大で，クレー用，一般用

蟻石は100×50×30m3以上に達することがある。

　7．鉱石には，「ダイアス」（ダイアスポアを主とする），

上蟻、・特蝋（ダイアスポアに富む蟻石），「ルツボ」（パイ

ロブィライトを主とする）クレー用蟻石または蝋石（パイ

ロ
、
フィライトおよび石英）の4種が大別され，理想的の

場合にはそれらの間に，内側から外側へ向つて次の累帯

構造が認められるQ

　「ダイアス」→上蟻・特蝶→「ルツボ」→クレr用蟻石ま

　たは蝋石→弱変質帯→原岩（母岩）、

　8．　大体の傾向として，「ダイアス」に富む鉱床は比較

＊　ダイアスポアを主とする鉱石

的深部1こ，主として蝋石だけからなる鉱床は浅所に生成

されたもののようであるp

9．3，4，5，7，8の各項に述べる事実を利用して，

探鉱方針および幾つかの有望区裁を定めるこ考ができる

（第2表参照）Q

10㌔調査地域内の残存鉱量，および現在の生産額に懸

ずる鉱石の壽命は次の通りであるQ

（軍位トy）

クレー用およ

びSK30　1
SK32
SK34
ルツボ用蝋石

上蝋・特蟻

ダイアス

　鉱量
（推定＋予想）

315，500

可採鉱到

215，000十α

40，000、30，000〃
’8，000　　　　5，COO　〃P

7，300　3，500グ
11，000　　7，000ゲ

35，300　　　197600　〃

鉱石の壽命

18年間＋乱

10ケ　〃

2〃　〃

6ゲ　〃

16〃　グ

11〃．〃

　この数字からみると，今後増産を行うならば，積極的

探鉱によつて・それぞれの舘量・特にSK32・》34程度

の鉱量の増菰をは，かることが望ましいことが判る0

11．今後は探鉱が坑道を主とせざるを得ない状況に鑑

み，高品位鉱の生産コス．トの上昇を防ぐために，相俘つ

て多量に出鉱されるクレー用蟻石のより有効な利用に発

めることが得策であろうと考えられる。

　　　　　　1．緒　言
昭窟26年3月17日から約1ヵ月間，小官らは命によ

つて長崎縣南松浦郡五島列島編江島のダイアスポア，お

よび蟻石鉱床の調査および附近の地質調査を行つた。鉱

石に関してはとりあえずの観察と研究とは鉱石課の浜地

忠男によつてなされ，別に発表される予定であるヤ，，な

お，さらに研究を進ある必要があるので，結論は今後に

譲り，ここではとりあえず地質と鉱床の概略を報告する

に止める。

　ちなみに編江島は古くは石筆用等の蟻石産地として，

各所で小規膜に開発されたが，昭和10年頃から漸次耐

火物用蟻石およびダイアスポアの主窟地となり，現在で、

は途にダイアスポアの産地としては本邦随一となり，そ

の生産額ぼ全國の約40（ノ50％を占めるに至つた。この

間，職時中はそのダィアスポアの故にアルミニウム原料

地として着目され，海軍の管轄下に山の開発と調査が強

行され，その結果の一部は大島敬義・渡辺万次郎等！こよ

つてすでに発表されている。

　LかL，地質的見地から鉱床の将来性に関する見透

し，探鉱開発方針，・鉱量等に関する槍討を加えるには，

なお資料不充分な点があつたので，今回は特にこれらの

点を明らかにすべく努力したQ
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長蒔縣五島編江島のダイアスポアおよび蠣石鉱床調査報告　（岩生周一・他3名）

　　・すなわち具体的な方法として「母岩の変質」と「地質構

　　造」とに特に留意して調査を試み，相当程度目的を達す

　　ることができた。また，塞中写眞を並用し，全般的な地

1　　質の考察にある程度役立てることができ’たo

　　　現地の地質鉱床調査には，主として浜地忠勇・山田正’

　　春が，地形測量には小林猪之助が，そして全般的計画・

　　実施・取纏めの責任には岩生周一が当つたQ

　　　調査に際しては長崎縣経済部・同福江支所より格別の

　　援助を受け，また五島砿山・田尾鉱肉・大和鉱業所等か

　　ら種々便宜を供與された。ここに深く謝意を捧げる次第

　　である。．
　　　ごり報告の記述は昭和26年4月現在の内容である。

　　　　　2．鉱山の位置と交逼（第1図参照）

　　　鉱床の密集し七いる五島列島福江島には，おおむね海

　　抜300～400m程度の比較約緩かな山地が発達している

　　　　　　　　務へ

　立岩　猶　駆＼讐
　　　　　　　　　　笥　　　　　　　　　　　0　　　。　　　　　　　　　　　　　　至九州　　　　　o
　　　　　　碕　．
　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　km　　　　　O　　　　　5　　　　　響0

　　　　　一多　　／＿　星蚤
×蝋石産地
　　　　　　ザ　　　　　　，／　　鉱石積込航路，
㈱　　3絹雲母r産士也　　　　k

第1圖　五島福江島における轍石および絹雲母の壷地圖

が，その間には狡いながらもある程度の平地が海岸や河

川滑いに発遙していて，バス道路が割合によく通じ，対

馬諸島等に較べると遙かに島内の交通は便利である。し

かし鉱山の位置ほかならずしも鉱石の搬出に至便とはい

えず，五島砿山の如く積出港までの距雛が17．4kmに

蓬するものがあるQ

2．1置島砿山
　　　　　　　　ウトウジュク
長崎縣南松浦郡本山村雨通宿，鉱床賦存範囲は雨通

宿をほぼ北端とし，本山村と犬浜村に跨り，その面積は

約1．5km×2．Okmにおよんでいるo

　　　17・4km　　　　　　＿→八幡・岡山
現場トラ．ア岐継薫帆般各方面へ

　　　（おおむね下り）

　2．2田尾鉱山
　長崎縣南松浦郡富江町田尾，鉱床賦存範囲は田尾海岸

積出港の西方約1km，面積およそ1km×1kmにお
よぶ。

　　約1km　　　　　　・　　　　　　八幡・
　現場　　　　→田尾鉱山専用桟橋　　　　→京浜各
　　　トロッコ　　　　　　　　　気帆船方面へ

　2．3　大和鉱i業高岳鉱業所

　長崎縣南松浦郡大浜村増田，鉱床賦存範囲は海岸事務

所北方約0。8krp，面積約1km×1km。

　　索道（予定）
　現場一　　　→積込穫橋　　　　→九州・近畿方面へ
　　　約800m　　　　　　気帆船

　　　　3。錫業権者・操業の概要、

・3．1　五島砿山

　五島砿山株式会肚（代表者：野崎文明，長崎縣南松浦

郡本山村雨通宿）：職前より稼行，職時中一時海軍の接

牧するところとなりアルミナ資源として出鉱，終職後ふ

たたび野崎氏の操業に復し，現在ダイアス約100t／月，特

蟻・上蟻約200t／月を出荷し，クレー用蝋石約300t／月

を出鉱しているo

　クレー用原鉱は山元水簸工場で処理し，クレー約150

t／月，うち，製紙用高級クレー約、50t／月ぐらいを製造

しているo

　主な稼行現場は水車跡（露天および坑内），横道（坑丙）

および東谷（主として坑内）であつて，前2者がその主な

もので，東谷は本格的稼行の準備中である。ダイアスを

義するのは主に横道であるβ

　労務者合計約50名。

　動力としては水簸工場および木工場に石油発動機を設1　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　、置してあるだけで，採掘は手掘りによつている。

　3．2田尾鉱山
　五島蟻石鉱業株式会肚（東京都杉並区久我山1の31L

代表取締役＝岩崎瞑之介）：大正中葉より稼行，昭和8　／

年から本格的に操業，職時中アルミナ資源として海軍が
’
接
牧 稼行，終職後現鉱業権者によって操業開始，現在ダ

イアス約15t1月，蟻石（SK30二》34），約750t／月を出

荷している。

　主な稼行現場は三浦山で，，坑道掘りを行つている。ほ

か石原山（採鉱準備中），松下山があるが，稼行されてい

ないo
　労務者約50・》55名。

　動力なく手掘り。鉱石の性質上，坑道の保全に多くの

支柱を要するよヲであるo
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　　　3．3・大和鉱業高岳鉱業所

　　　大和蝋石鉱業株式会吐（代表者：佐々木傳太郎，長崎

　　縣南楓浦郡幅江町新栄町）：絡職後開発に着手，事務所

　　の傍め海岸に專用積込桟橋を作つたが，探鉱不充分でま

　　だ富鉱体に逢着せず，ほとんど未探掘である。前記松下

・　　山を買山したとのととであるが，この間の詳細な事晴は

　　明らかでない。

　　　出鉱が軌道に乗れば，搬出條件は非常によい。

4．地　　質

　4．1　五島砿山・田尾鉱山・高岳鉱業所を含む地域の

　　　地輩の概要
　五島編湾島の地質に？いては古く紳津淑鮪の調査域来

詳細な資料は加えられていないが，当時指摘された構造

上の特徴は，ここに問題にしている鉱床の配列と，ある

程度の関係があ為ようである。ずなわち，幅江島の中央

をNE－SW方向に貫き，地質的にも島の中核をなし，

花崩斑岩や石英斑岩の餅状岩体にしばしば貫かれる地嘗

には蝋石鉱床が発達し，その両翼に当り，地質的にも大

規模な背斜の両翼を占める部分には蝋石に件：つて，ある

いは軍独に絹雲母鉱床が発達している。

・いま問題にしている五島・田尾・高岳3鉱山を含む地

帯は，ちようど，この中核から南東側の翼に移り変る部

分を占めているQ

　この地帯の層序は次の通りである。

　玄武岩と安山岩との前後関係は不明であるが，少なぐ

ども，玄武岩は地形的に見て，最も新しく第四紀に属す

るものであるQ

　4．2地質構造

　第2図および第3図（断面図）によつてその大略を知る

ことがでぎるo

　すなわち，全体として地暦は緩い摺曲構造を呈し，、1

部ドームおよび盆地構造を形作つてい為。摺曲軸の方向

は地層の傾斜が緩いため局部的の変化に富むが，大体

NW－SEまたはW－Eであつて，五島列島の延びの方
向，および前に述べた福江島の地質構造の極向と斜交す

る0

　1部地形的にも明らかな幾本かの断層があつて，地幣

を数個の地塊に分けている。

　4．3　鉱床との関係

鉱床は前記花嵩斑岩の後火山作用の結果，花嶺斑岩お

よび砂岩頁岩暦の1部を交代して生じた気成～熱水性の

浅い交代鉱床であるQそして・鉱床ρ胚胎位置とその鉱

石の性質（鉱物の組合わせ）を決定する要素として，次の

5点が挙げられ，鉱床の周辺には著しい変質帯が認あら

れる。

a。

b．

C．

d．

玄武岩・安山岩

花嵩斑岩・岩脈額

白色珪質砂岩暦

頁岩砂岩互暦

粉岩～凝友角礫岩暦

頁岩砂岩互層、

第四紀
e。

花嵩斑岩からの距離（かなり漠然とはしている）

，：NE－SWなる鶉線の方向と位置

砂岩・頁岩暦のドーム状構邉の位置

鉱床の深さ

帽岩

？
これらの事例につい、ては，鉱床各論において述べるQ

始新世2

　　始新世抽こ属する地層は地幣の大部分を占めて発達

’　し，各地層はi互に整合的である。白色砂岩は粗～中粒堅

　硬，その発達は最も顯著で地域の北部を占1めている。頁

　岩は暗友色または次色を呈し，・やや硬緻，主として南岸

　地区に発逮する。凝友角礫岩はいわゆるwelded・t雌に

　属し・灰緑色斑点に富むものが少なくない。

　’花嵩斑岩は五島砿山を中心とする部分では明瞭なドー

　ム状岩体として，他の部分では孚ボーム状または塊状岩

　体として始新世の地層を貫いてい．るが，その周囲におよ

　ぼす接触変質作用は極めて微弱である。

　　岩脈類には粉岩・石英粗面岩等があり，各所で主に前

　記地層を1部花闘斑岩を貫いて露出している。方向は一

　定しない。

5．鉱　．床

　5．1　鉱石の種類と鉱物組織

　記載の便宜上，地域丙で用いられている鉱石の呼称

と，その鉱物組成の大略および耐火度等を次に表記す

るo

　ダイアス嫉白色・淡紫友色・淡黄褐色な，どの色調を呈

し，一般に脂感を欠き，緻密・・堅硬で塊鉱として探れる

が，粗懸感を有するものもある。

　上蝋6特蝋はダイアスとルツボとの混つたもので，そ

の混含比に懸じて等級がつけられ，塊鉱として採鉱でぎ

る。このうち，特にコラソダムを俘うものは淡友青色堅

緻で，石原山の如くヂュモルチル石を伴うものは鮮紫色

を呈するQ

　ルツボは！職感が最も著Lく，昔，石筆として採られた

ものである。おおむね友，黄茨白色を呈し，小塊鉱とし

て採掘されるo　、

　クレーは原岩の石英斑晶を残晶として多量に有し，素

10一（84）
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五島磯山・田尾鉱山・高岳鉱業所附近地質圖．（岩生・濱地。山田・1951）

　　V　〉V　　　〉　V　V　〉
v　　　　　yF　V

B

護論・、
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ

五昂磯宙附近地質断面圖（凡例第2圖と同じ）（岩生・濱地・山田・1951）
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地質調査所月報（第4雀第2号）

種類（呼称）

五島砿山

一ダイアス

．上　蟷

・特　蝋

・ルツボ

ク，1レP

睡尾鉱石

ダイアス

一蟷石…一

耐火度
SK

38十

36～38

34戸》32

30±

鉱物組成　（）は副成分鉱物

ダイアスポア（パイロフイライト・コランダム・金紅石）

ダイアスボア・パイロフイライト（コランダム・金紅石）　』

講禦翻藩箒難驚猛簿1｝・
フィフイト・金紅石

（花醐斑岩源）…・パイロフィライト（棚石・赤鉄鉱・カオリソ・ダイアスポア・

　　　　　金紅石）
（砂溜源）一・パイロフィ，ライト・石英（赤鉄鉱・ダイアスポア・棚石・金紅石）

パイ・フィライト・一石英粒（赤鉄鉱・楯石・金紅石）

　　※特殊ダイアス
地が主としてパイロフィライトで充されているもので，　　　明馨石はすべての鉱石を通じて認められない。

・石英残斑晶の多寡および素地における石英微粒の多少に　　　5．2鉱床の分布・規模・産出鉱石の種類等

よつて，品質の高低が定められる。　　　　　　　　　　　　標記の事項を表記すると第1表の通りであつて，鉱床

　上蝋特蝋のなかには・また紅柱石を件うものがある。　　の大部分は五島砿山に密集している（第4図参照）。分布

　　　　　　　　　第1棄　査島編江島蝋石鉱床一覧表

鉱山各

．五

，島

’砿

山

鉱床名

　し

、水車跡

i西谷五号

西谷三号

ツ・ツジ原

大　掘

備前山採
掘跡

横　・道

雷山ブ号

雷山；号

雷山三号

雷山四号

雷山五号

鉱床の 形

伸長した塊状クレー
鉱体中に他の鉱石が
不規則脈状または塊
状・

不 詳

塊状クレー鉱体中に
伸長したポケット状
上・特蝋

不 詳

一不 詳

不詳なるも層男犬か

｝鯉濡鵬轄

モ塊状，　しばしば花崩
斑岩の貫入角礫岩を

、／
　’俘い，これに沼‘つて

　蟻石化作用を蒙る

東谷一号

東谷二号

東谷三号

東谷四号

クレー蝋石の伸長し
た塊状鉱体（2・）3個）

中にダイアス小鉱塊

塊状，

1不
詳

規　　模

クレー鉱体
150×50×50m
上・特蝋
鉱体10m3±

不 詳

クレー鉱体
20×20×10m以上
上・特蟻
伸長方向へ4戸》5m

小規摸？

？

100×20×10m塚上
不詳

60×’20×3m以上

小規模

1G×15×10m以上

’小規模
それぞれは20×10×
10m程度のもめ

10×10×5m程度

，小規模

蓼　石の種類）は随件鉱石

ダイアス・上蟻・
特蝋・、クレー用原
，鉱

不　　詳

クレー用原鉱・上・
特蝋

クレー用原鉱・ル
ツボ， 1部にダイ
アス饗

クレー用蝶石・ル
ツボ　・

ルツボ・、・クレ冨用

蟻石・特蟻・少量
のダイアス

ダイアスく些ツボ）

ルツボ・クレー用

蟻石，不詳

ダイアス・クレー用
蝋石

不　　詳

クレー用蟷石
（ダイアス）

クレー用蝋石

クレー用蝋石2不
詳

備　　考

露天掘・坑内掘，

稼行中

休’正

かつて露天掘・
坑内掘，休止

かつて露天掘，
休止

かつて露天掘，

休止

かつて大規模露
天掘，休止

坑内掘，稼行中

小規模露天掘，

稼行中

露天掘，休止

露天掘，休血

露天および坑内
掘，稼行中

露天掘，玩内掘：

稼行中

坑丙掘，休止・

露天掘休止

坑道数および
坑道総延長

140m，4本

？　1本

40m，1本

200m．4本

80m．3本

15m，1本

？　1本
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長崎縣五島禧江島のダイアスポアおよび蠣石鉱床調査報告　（岩生周一・他3名）

鉱山名

田広誠

田尾

鉱山

大和鉱
業所

大沢山

大泊
立谷

鉱床名

，本　山

三浦，山

石原山

松下山

官同 岳

鉱床の形
不 詳

扁李塊状

脈欣および筒状？

扁李塊状？

脈状（および塊状2）

規　　模

不 詳

50×50×40m　程度
以上

不 明

不 詳

不 詳

鉱石の種類
（）嫡随俘鉱石

良質なりと言う

蟻石・ダイアス

クレー用蝋石・ダ
イアス

蟻石（ダイアス7）

蝋石

備　　考

坑丙掘，休止

坑内掘，稼行中

坑内掘，休止

坑内掘，休止

露天および坑内
掘，探鉱中

坑道数およぴ
坑道総延畏

40m，2本
250m，
　3レベル．

55m，3本

？　1本

40m，3本

三浦山の西北方約150m山腹1
奥浦村李藏郷大泊海岸

玉の浦町立谷郷小貢目浦

ロ

障蹄次麟なる・記載省略
萎

菅　渡辺万次郎：長崎縣編江島蓬碧i土鉱，

　床，察業原料　第三集，昭24。，

ら藏グ／
饗　＼曾汐ソ
　　　　llへ♂’q　『、つ

ノ5・吟¢・望

乙・

V　》　）

，　V　V

　牛

「丁

　　・　　　　　　　　　℃　　覧　．　1　　　　　　　　一マ
　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　、Vv　　　　　撫　一v丈　　・　・、　　・本
　廻’　　1騨奪煮蕩じ肇　…ど．

毒匠。5　一

瞬・．』』1

圏花醐噸　の（半盆地状構造、

匿ヨ辮纏繋朗．み．ノ地層の走向麟斜

　　　　もン…砂納変質し細／’鱒
’
騒
灘囎羨薙諾凝ヒ

山

榊　　　（〉

寒
　　≒　　エ　　記　　嶺b2716
　　も一一←

一　，

一……奪…壺…灘遠皇lvv〉vVV・妻

　　　　㌧冨、△》

　　　　　　　4乏＼

　ぬ

100　　20　　30　　40　　50m

第4圖（aプ　五島膿幽地質鉱床圖（岩生・濱地・出田・1951）
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地質調査、所月報　（第4巻第2号）

　ル

瀞甑き驚t臨ご
　　　　　　　　　　V　　　v　　v　〉　V　〉

　　　　　　　　＼、じ＼、，　　ミミ
　　　　　　　　ャ　　ヤ　　，　　vvvvずVv　VV誌ミ
　　　v　V　v　v、v　v　v　v　V　V　V　　　v　v　．

　　　　　　　　　　　　V　v　V　V　V　v　v　v　V　V　v　　V　　　V　V　v
　V　V　V　V　V　V　V・V　V　　　　　　　　　　　V　V
　V　V　V　V　V　V　V
V　　V　）　V　V　V　V

正

Ellコ

！50　　〆

！00

5〃

，ク

ー

F
、／　　　　＼　 蕊…ミミ

　　　　レ　　レV
V
v
　
　 vVvVvVvVvVv　v　v
V　V　V　V　　V　V　V　V　　V　　V　　V　　VI　V

　　　　　　　V　　V　　》

　’　　　ミミ
V〉VVvv心
V　　〉　　V　　V　　V

　V

G

第4圃（b） 五島磯山地質鉱床予想断面圖（岩生・濱地・山田・1951）

　　　　（凡例a圖と同じ）

上の特徴は余り顯著ではないが，五島砿山では，おおむ

ね山の尾根の部分にパイロフィライトと石英のみを主成

分とする鉱床が，中腹以下1こコラソダム・ダイアスポア・

ヂュモルチル石等を俘うものが発蓬している。

　5．3鉱床と変質箒（第4図a・b参照）

　鉱床を中心として，その周囲は多くの場合かなり明瞭

1な変質帯で取囲まれている。この変質帯の性質はまだ充

分に明らかでないが，浜地の研究の結果によれば，恐ら』

ぞ

　　　　　　　「ダイアス」および「ルツボ」

　　　　目砂岩

　　　　圏花齢岩

第5圖（a）砂器の破砕部分を充して生じたダイアス鉱床（岩生）

く少量のパイロフィライトを含有Lているもののようで

』ある。変質帯の輪廓は五島砿山の花歯斑岩のなかで，最

も明瞭に辿ることができ’，それによると大体：NNE－SSW

またはNE－SW方向にある幅を以て伸長するものが多

い。高岳においては砂岩・凝友岩中に鉱床を囲んで，

EW方向に長く伸びる変質帯がみられる。このような方

向は鉱化液の上昇した弱線の方向を示すものと推定され

，一るo

5，4　鉱床とドーム構造または背斜構造

　　　　　（第2・3・4図参照）
五島砿山の鉱床群と田尾鉱山の鉱床とが，中規模のドー

　　　　　暮ぎ

　　　　／＼蒙

／目鯛ダ岩．
　　目ル騰石
　　匿ヨ紫触アス

　　0　　　　　　　　　1m

第5圖（b）横道鉱床における理想断面圖（岩生）

押ム構造を呈する部分を占めていることはすでに述べた

が・横道のダイアス鉱床は・その帽岩となつている砂岩

が，使かに背斜構造を示す部分の背斜軸に沿つて，砂岩

または頁岩を交代してSW方向に長く発達している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ
長崎縣五島編江島のダイアスポアおよび蠣石鉱床調査報告’（岩生周一・他3名）

　5．5　鉱床と破碑帯　　　、　　　　　　、、

　鉱床が破弊帯に漕つて上昇した鉱化液によつて生じた

ことを示す現象は，2ヵ所で認めることができるQそのワ

1つは横道坑の坑口近くであつて，そこでは第5図に示

すように母岩となつている砂岩が，それぞれ方位を異に

する径0ユ皿～1mくらいの小角礫状岩片に分離され，

その間がダイアスで充されている。第2の場合は雷山3

号におけるもので，そこでは砂岩中にN15。Eの方向

の角礫で充された幅0．2m～1m内外の破鰭があり，

そのなかをパイロフィライトが充している。さらに注目

すべきことな角礫の間を充し，パイ・フィライトで交代

されているものはしばしば花嵩斑岩である。この事実は

砂岩の弱線に溜う角礫化作用，花嵩斑岩の貫入，パイ・

フィライト化作用（鉱化作用）の3者が相互に密接な関連

を持つていることを示している。

5．6　鉱石の産黙

　各種の鉱石の鉱体内における箆状には，ある規則性が

認められる。この様子の最も容易に認められるのは，五

，島砿山の水車跡および横道の両鉱床であつて，前者は花

歯斑岩中に胚胎する塊状鉱床として，また後者は砂岩中

に胚胎する暦状鉱床として，それぞれ特徴を示している

，（第6図a・b参照）Q

　すなわち，水車跡では丙側から外側へ向つて次のよう

な累帯配列が見られるQ

　　ダイアスまたは特殊ダイアス→特蝋・上蟻→

　　　　ルツボ→クレー用蝋石→弱変質帯．

　ダイアスまたは特殊ダイアスは最大厚さ5m，普通

．厚さ10cm’》1m内外の厚レンズ状または、不規則脈1伏を

．呈し，特蝋・上蝋はこの両盤に接しまたはこれを取囲ん

で，脈状（厚さ10cm±）またはやや不規則な塊状，また

．は厚レンズ状をなし，またクレー用蝋石はこれらすべて

を取囲んでほぼ南北に延びた鉱体として発達している。

．弱変質帯はクレー用蝋石の鉱体内に島状に点々と』して残

り，また鉱体の外側を取囲んで広く，分布している。

　ダイアス・特殊ダイアスおよび上蝋・特蟷はしばしば

相密難して壼し，’また，クレー用蝋石と弱変質帯とは相

漸移して時に区別し難いこともあるが，一般に鉱石の区

別は容易であり，また明瞭に境されている。

　弱変質帯中およびクレー用蟻石の1部には，しばしば

硫化鉄を鉱染するo

　横道ではダイアスの鉱体の上下盤に次の累帯配列那認

逗）られる。

　　（内側）　　　　　　　　　　　　　　　　（盤際）

　ダイアスニー〉ルツボ→（クレー用蟻石）・一〉微弱

　　変質帯

　　　　　　　　　　　　　レ　　　つ川1

＼　　　　　　　　　　　　　’1／4　　　’r『1　　　　　　　　　　　　　’！＼　目
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＼　　　　　　　駿…ミミミヘ　　1＼
　　握
＼
　　尺漫

」二騨ミ

圏ダイアス”匿ヨ易易変覇

膨ルツ庭麟蝋皿］不変質原岩

薗クレー用蜘

第6圖（我）五島獲山水車跡における鉱石の累帯塵状（岩生）

　　o、
　　　～

託　↓
＼

髪
易
z

〃　　／

グ・

∠

－

z　　　　　＼

c％

　　　　　　　　　　＼
　　　　　笏＼
　O　　　　　　　l　m　＼

φ…ダィウス

C・…ルツボ用蝋石・上虫籔特捻

・6勃ク巨用蜘

第6圖（b）五島鵬山水車跡における鉱石相互の累笛配列（岩生）

　ここのル．ツボは友色と薄桃色との斑駄の外観を有し，

一見高晶位の如くみえるが，多量の微粒石英を混え，水

車跡のものに比し低品位である。クレー用蝋石はここで・

は水分を含むと著しく粘りを生じ，絹雲母を含んでいる

疑いがある。ルツボ・クレー用蝋石ともに水車跡に比べ遙

かに発達は不良で，特にクレー用蝋石ほ片盤側に限られ，

またはほとんど認められないことがあるo最も外側に相

当する変質帯は砂岩の極めて微弱な蝋石化作用を受けた

ものからなつており，水車跡の場合よりも変質の程度が
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地質調査、所月，報（第4巻第2号）

弱く，その輪廓をはつきりと辿つて，これ

を地質図上に表わすことが困難である。

　・5．7鉱脈およびレンズ状鉱体の方向

　ダイアス・ルツボ・上蟻・特蠣等の個

々の鉱脈およびレソズ状鉱体の方向には

6方向が認められ．その中宅N26～10。E「

N40～65。E，およぴN60・》80。W方向の・、

ものが最も多くかつ重要であるQ傾斜の

　　　　　　　タ方向は不定であるが，おおむね急角度で

、あぐ01点でこれらのうちの2つ域上の，

系が交叉している例は非常に少なく，，從

つてそれらの生じた前後関係は不明であ

り，また明らかな落合直りはまだ確認し

得ない。水車跡南端露頭，雷山四号上部

等でみると，それらめうちの，あるもの

は鉱脈の雁行状配列で表わされており，

水車跡の富鉱体は雁行状鉱脈の集合した

ものともみられるo

　注意すべきことは，鉱脈または鉱体の

個々の方向のいかんにかかわらず，これ

らの1群を囲むクレー用蟻石または変質

帯の伸長方向は・前述の如く・おおむね

NE－SWを指向しているものが多いこと

である。

　5．8r鉱床の深さと下底（第7図参照）

　　　　　　　　　ハハ　1　の　　200
　　　　　　　　　／　　　　　￥　　　　　　　　　　　　　　　ノ　レ　レヤ
　　　　　　　　ノ　　　　　　　ヘ

ー’ゆ△蕊　嚇轡

　　　　　　　　　’喚　　一　、＿．も

　　　一＼／▽へ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　約520”乙
　　　　　　　　　　　　　　　L一一
歴］，袖斑岩

㊥

Φ

O

ダイアズに富・む鉱床

ダイアスを僅かに伴う鉱床

ダイアスに乏しい鉱床

有望未探鉱区域

’
㌔
一、　ダィアスに密む範囲と
　　、．　　ダイアスに乏しい範囲とあ境界線

又，誘高線（瓦）

第7圖　五島鵬山におけろ鉱床の分布と高低との關係を示す（岩生）

　個々の鉱床の既知最大深度は東谷・水車跡における約

50mであるが，，地域全体の鉱床の分布および探鉱の結

果から，鉱床生成当時の状態に復元して推定される鉱床

生成範囲の深さは，約200mであるQ

・すなわち，五島砿虜において，尾根の部分に産する蟻

石に峠ほとんどダイアスを俘わず，かつその露頭が不連

続的な事実からみると，山の高所にみられる露頭は，ほ

ぼ鉱床の上限に近い部分を示しているようである。

　また，鉱床の下底はまだ究められていないが，地形上

下底部を探鉱して効果があろうと推定されるのは，東

谷・横道・備前山附近である。

　5．『9帽岩と鉱床（第4図b・第5図b参照）

　横道では孚ドーム状または背斜構璋をなしている砂岩

が，1種の帽岩の役割を演じていることはすでに述べた

が，水車跡・東谷等の顯著な鉱体が，その生成当時水成

岩を被つていたと推定される部分に存在する事実から，

五島砿山全体としても帽岩め存在が，鉱床生成に相当有

利であつたと推察することがでぎる。・横道鉱床の如く，

砂岩中の鉱床は帽岩中にまで蓬したi裂目を通pて鉱化液

が上昇して，そのなかの小規模背斜軸に滑つて貯溜し，

そのために生じたものであろうo

　　　　　　　6．探　　鉱
稼行鉱床における探鉱は坑内露頭ともに操鉱に追われ

て充分でなく，確実に鉱床の輪廓を把握しているものは、

ほとんどないQ例えば最も探鉱の進んでいる永車跡およ

び田尾鉱山三浦山においてすら，なお鉱床の孚・ばの状態

が若干萌らかに，されているに．過ぎない。

大和砿業所高岳鉱床では坑道探鉱孚ばにし七，まだほ

とんど敷果を現わしていない。鉱床賦存予想地点に達す

る直前で，坑道掘進を中止しているためである。

　五島砿山横道鉱床では調査後の情報によれば探鉱坑道

によつて稼行鉱床の斜め下方に当る鑓先延長を探し当て

たといわれるo

、露頭探鉱および10・》20m内外の浅い坑道による探鉱

は，海軍時代かなり積極的に行われ，また石筆操掘跡が

五島砿山附近では至るところにみられ，探鉱の役割を演

じているo

　今回の調査によつて変質帯の分布を辿ることが，探鉱

の大きな方向付けとして非常に有効なことが判つたが，

水成岩中では地表で変質帯の輪廓を辿ることは困難であ

つて，花崩斑岩および凝友角礫岩中におけるほどには探

鉱に有効でない。
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　変質帯中におけるダイアスまたは上蠣・特蝋の坑丙探

鉱は甑知鉱体より，それを囲む変質幣の延びの方向へ向

つて坑道を掘進するほかはない。横道の如く緩傾斜の鉱

床では，既知鉱床と重なり合う別鉱床の存在を予想して

摺曲軸の延長方向へ探鉱を進めることが肝要である◎

　東谷および田尾鉱山三浦山の如く，クレー用蝋石中の

ダイアスの含有量が極めて少ない場合には，ダィアスを

、P目的として探鉱することは合理的でなく，採掘または探

鉱中偶然に壼丈るダイアスを採取するほかないQ

　五島砿再におけるように砂岩頁岩層が帽岩となつてい

る場合には，帽岩中の蝋石の小露頭群の下底に当る花崩

斑岩の部分，あるいは花崩斑岩中の変質幣が砂岩・頁岩

の互層の下に潜つた部分を探鉱することは，かなり有効

であろうと、思われるo

　塞中写眞によると，五島砿山地域の南側を限る断暦の

外側に接して，五島砿山の蝋石地帯類似の1区劃が見ら

れ，こp堆区は，上記の諸地域に較べて根拠は非常に薄

弱であるが，一鷹有望区域として探査される必要があろ

　うQ

7』有望区域（第7図参照）

さて，上記の諸條件の組合わせから推定して・有望で

将来操鉱を進める便値の大きいと思われるものは，次の

通りであ1る。

第2表五島砿山を中心とする地域内の有望地点

探鉱方針

8．採　掘
露天掘および坑道掘りが併用されているが，大部分の

場合露天掘りに始まり，その限界に蓬して坑道掘りに移

行したものである。しかし，職後は探鉱および採掘だけ

を目的として，最初から計画的に坑道をもう’けた例が壇

えている。五島砿山の横道鉱床・水車跡鉱床・甲尾鉱山

の三浦山・石原山・高岳の鉱床などの1部がこの例であ

るo

田尾鉱山では鉱石が水分を含むと著じくねばりを生

じ，盤圧のために坑木の沈降，坑道の崩壌などを起すの

で，幾つかの坑道と切砺とを設け，補修と採掘とを交互

に順環して行つているo

しかし，一・般に探掘跡の崩壌は少なくシまた探鉱坑道

の保全は容易であつて，ほとんど坑木を要しない場合が

多い。採掘跡は室洞のまま残されていることもあるが．

（横道など），・併充填が行われている場合が多い6動力は

用いられていない。

9。選　鉱
手選によ1る切朋選鉱が行われ，鉱石の項で述べた種類

に分別されるQ原石の種類によつて鉱石と研との比率は

著’しく異るが，大体7：3｛・5：5程度である。

区　域、 有望な理由

水車跡南西，西，変質帯
谷，ツツジ原，　帽岩
・大掘を含む範囲　蟷石露頭の多数

め下部　　 の散在
横道，備前山の　横道≧備前山と
中間地帯の下部　の鉱床の胚胎状

　　　　態の類似性，帽
　　　　　岩
莱三浦山西方地区　絹雲母鉱床の存

　　　　　在

菅田尾鉱山西方縣
道附近一帯

梼五島砿山1地域の
南方推定断層の
南側地域一幣

本山地区一帯

黄高岳鉱床群を含
む東西方向の変
質幣　、

花嵩斑岩岩脈の
密集，弱変質幣

塞中写眞による
地形上の特徴

旧坑多し

変質帯．

水車跡より南西向
け坑道による探
鉱，所々に立入

横道の下底の坑道
による西南方向へ
の探鉱，所々に立
入または滑暦探鉱

絹雲母鉱床の両側
および下部のボー
リソグによる探鉱

露頭探鉱

露頭探鉱

取明探鉱，露頭探
鉱

露頭および露頭よ
りの坑道探鉱

筈記の区域はまだ有望な露頭未発見であるから，

　本格的探鉱に先立ち・さらに地表の構査が必

　要であるo

　　　　　10．水　簸・
山元現場で水簸を行つて製品を出しているのは2五島

砿山だけである登

　ここでは水簸原鉱として主として水車跡，1部東谷の

クレー用原鉱（花嵩斑岩源）が用いられ，原鉱をクラッシ

ャーおよびフレヅトで粉碑して水簸を行つている。鉱爵

側の資料によれば，原鉱と水簸物の割合はほぼ2：1で

・水簸物の内訳はほぼ

　　　　　　　　　　　一粒度r、

　｛　普通製紙用P　60％　約10μ、
　　ド　電線被覆用S　20％’約10’》5μ
　コーティソグ製紙用　Mc、　20％　　約5μ

　　　　　　　　　　　『
である。水簸明宰は約10μ以上の石英粒を主とし，少

量のパイ『戸フイライトを混えるもので，石英は原鉱の中

の石英残斑晶に由来するところが大ぎいようであ’る。水

簸製品は主1として石英およびパイロフィライトからな

り，P→S→Mcの順に石英の量を減じているが，原鉱・
』
水
簸 製品3種（P，S，Mc）および水簸澤の灼熱減量を測定

した結果は次の通りであつて，水簸の成績は良好であ

るo
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　　　地賞調査所月報（第4巻第・2号）

19．10ss％・葉蝋石％（計算値）　　　　　　　　　　　　調査全地区含計

’

原鉱
P
　S　・

革c

水簸澤

3．31管

4．50－

4．85

4．89

2。89

90％

97％，

98％

57％

（甚紳津傲砧：囁江図幅）（地質調査所技術部化学課）

　　　　　　　　水
　　ク茜　　　　↓　淫50％

齢遍破片轍雫
　　　　　　　巨・μヨiタソ》洗

　　　　　　　　！　15×2　→P
　　　　　　　　廃石　×1．5m

　　　　　　　　襟澤↓灘
　　　　　　　　　　　タソヌ逃s
　　　　　　　　　　　　　レ
　　　　　　隣（腕色洗濃）→↓灘

　　　　　　　　　　　Mc

　　　11．鉱量葵および既採掘量

探鉱が進んでいないために嚴密な意昧の確定鉱量はこ

　　　　　　　　　　　　　　　・、れを算出することができない。推定鉱量・予想鉱量およ

び可採鉱量を表記すれば次の通りである。

第3表　五島編江島蝋石埋藏量および甑探掘量

　　五島砿山地区（本山を含む）

（軍位t・n）擬姻予繍量躊訓可撚量

クレー用（お
よびSK30）
SK32
SK34
ルツボ用蝋石

上蝋・特蝋

ダイアス

96，500

20，000

4，000

2，800

8，000

7，800

219，500

20，000『

4，00Q

4，500

3，000

27，500

315ア500

40，000

8，000

7，300

11，000

35，300

215，000十α1

30，000十α2

5，00G十α3

3，500十α4

・7，600＋α5、

19，600十α6

，傷α3相当大の見込，α5南るいは1b，0000ton

程度か？

調査地域全体の年間撮掘量は次の通りであるウ

クレー用蝋石
（およびSK：30）

SK321

’SK34
ルツ黍用蟻石

上蝋・特蝋，

ダイアス

約12，000t・n（探掘済み）

、〃3，000〃（〃．）

〃2，400〃（〃）
〃　600〃（コ）

〃1，000ヴ（〃）
一
〃
1
， 800〃（〃）

從つて鉱石の壽命はおよそ次の通りである。

クレー用蝋石
・（およびSK30）

SK32
SK34
ルツボ用蟻石

上蝋・特蟻

ダイアス

約18年間十αa

〃10　〃十αb

グ　2　〃十αc，

ゲ　6　グ十αd

ケ16　ケ十αe

〃11〃＋αf

（軍位t・n）擬錨予徽量合計恒探鉱量

クレP・用『蝋石　　92）500

ルツボ用蟻石21800
上蝋・特蝋　8，000

ダイアスー4，400

145，GOO

4，500

3，000

10，500

2372500

7，300

11，000

14，900

115，000十乱　・

3，500十α

7，000十α

　（10，000）
8，000十α

　　李均　　 約10年蘭＋、α

　新しい鉱床群が発見されればα＝5刃1g年

　　域上となることも予想される。

なお，参考のため，次！こ推定される鉱石の既操掘量を

掲げる。『

　　　　　　　　1
（軍位t・n）

田尾鉱肉地区（三浦山・石原山・松下山）

（箪位t・n雌蹴量1予想鉱量　［ 合計クレー用
　（SK30）

SK32－30
SK32
SK34
ダイアズ

30，000

20，000

4，000

70，000

，26，000

20，000

4，000

2，000

不明

70，000

56，000

4Q，000

。8，000

22000

可探鉱量

商岳地区

50，000

、40，000

30，000

　5，000

　1，000

クレみ用
（およびSKl30）

SK32
ミK34
ルツボ用蟻石

特蟻・上蝋

ダイアス

庵島砿営購欄薩
4《ノ50，000

2，000

22000

4，000

・15，000

7，000－

4，000

1，QOO

険計

＊　採掘丁場醗近最底河面ま牝は道路を最低レ・ミルとして計算した。

　155，000
｝　　’》655000250

　　　7，000
　　　11111

　　　2，000
　　、巴、5，000

　これらの結果から判断すると，調査区域内ではダイア

ス，特蝋・上蝋等，高級品とクレー用原鉢・およびSK30

番程度の低級品とに比較的富んでいるが，SK32《ゾ34番

程度の中級品ないし鉱石としての上級品に乏しく，綜合、
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地質調査所月報　（第4巻　第2・号）

的開発を促進する上の1つの障碍となりがちである。

　鉱量および鉱石の壽命の項でαとした値は，前に述

べた有望地区の潜在予想鉱量に対鷹するもので，はつき

りした数値で表わすことができないが，増加の可能性を

暗示するものであるQ

　　　　　　　12・鉱床各説

　　　　　主要鉱床の状態を記述すると次の通ゆである。

　　　　　12．1水車跡（五島砿山）（第8歯参照）

　　　　　五島砿山におけるクレー用蟻石，お’よび上蝋・特蟻の

　　．　主産地であつて，長径約150m，短径約50mの：N20。E

　　　　方向に伸長し，クレー用蝋石を主とする花崩斑岩中の変

　　　　質帯中に，第8図に示すように上蟻・特蟻およびダイア

　　　　スのそれぞれ3～4個の塊状，または厚レソズ状の塊状

　　　　鉱体が散在し，．また多数め上蠣・特蟻およびダイアスの

　　　　厚さ数cm’》10数一cmの細脈を俘つているo　この細脈

　　　　はしばしば厚レンズ状鉱体の末端部より枝状に伸びて，

　　　　次の厚レンズ状鉱体に連鎖することが多い。細脈および

　　　　厚レンズ駅鉱体のおよそ¢）伸長方向はN20戸》3G。Wお

　　　　よび：N40。Eが最も顯著であつて，変質帯全体の伸び

　　　　の方向に対しやや雁行状に配列している。厚レソズ状鉱

’　　　　体のそれぞれの大ぎさは別表（第1雍）および第8図にみ

　　　　られる程度のもので・小さな露天丁場でほぼそれぞれの

　　　　鉱体の上牛部の形を認めう．るが，2つの探鉱坑道で確め

　　　　られたところによると，ダイアスと，これに密接する

　　　　上蟻・特蝋を一括した富鉱部は確実に15m以上，予想

　　　　として30～40mは下部へ伸びているようであるo

　　　　　ことごとく花嵩斑岩を原岩としているが，南端丁場の

　　　　北側に接する未探掘の部分は粗粒砂岩の原地韓石で被わ

　　　　れており，この鉱床がかつて砂岩を帽岩とし，その直下

　　　　に生成発蓬したものであることを示唆している。

　　　　　ダイアスは部分的にかなり外観を異にするが，横道の

　　　　ものに較べて一般に淡色で，上蝋・特蝋と接する部分で

　　　　は第6図bに示すような累帯構造が認められるo

　　　　　採掘は露天掘りから始められ，4つの丁場があり，そ

　　　　のうち，南端のものと，東端のものとが稼行中，また2

　　　　本の坑道によつてこれらの下底部が探鉱および操鉱され

　　　　つつある。

　　　　　探鉱はまだかなりその余地が残されており，差当りの

　　　　．候補地点として・中央丁場の西側の下底部および南端丁

　’　　場と・最南端の110m高地の露頭との中間部等を挙げ

　　　　うるが，将来は前述の如く，西南方へと砂岩の下部を坑

　　　　道によつて広く探鉱する必要があろう。

　　　　　12．2　東谷（ヨ島砿山）』

　　　　　花歯斑岩中に長径約200m，短径約80mの東北西南
　　　　方向に延びた変質帯があり，その中に同じ方向に伸びた

多数のレyズ状クレー蝋看の鉱体が群生しており，さら

にこの5ちにダイアスの厚さ0．5～L5m程度の小レソ

ズ状鉱体が同じ方向に伸びて胚胎されている。変質幣の

ほぼ中央部東谷一号のズリ附近，および西南部の東谷ご

号附近ではクレー用蠣石の鉱体およびこれに俘うダイア

ス上蟷・特蟷の発達がやや顯著で，ここではそれら鉱体

の伸艮方向が一般方向と斜行している。

　水車跡に較べて変質の程度ははなはだしく弱く，鉱体

の発蓬も不良である◎ま存，クレー用蝋石に対す為ダイ

アスおよび上蟻・特蟷の量の比が小さヤ・（約20：1）。

　6つの露天丁場があつていずれもほぼ探掘作業を行い

うる限界に達したものの如く，一・坑・二1坑・三坑等の坑1

道によつて，それぞれの下底部の探鉱を兼ねて坑丙採掘

の準備が行われつっあ為。

　ここのダイアスの1部は紫の呈色がやや顯著である。

　水車跡に較べて探鉱の余地が少ないが・翫知クレー吊

蟷石鉱体の下部を探鉱することはか奉り有効で昂ろう。

　12．3横道（五島砿山）

　五島砿山だけでなく，五島全体のダイアスの主な供給

源となつているo

　第9図に見られるように・，ダイアスの既知主鉱床は砂’

岩を主とする水成暦中，長径約60m，短径約20mの

東北西南に延びたある幅を占め・ほぼ層面に並行し芝西

南へ緩く（15～30。）落したレソズ験鉱体として発達して

いるo

　主鉱体の李均の厚さは3m『内外であるが，かなり膨・

縮が著しく，北東端の坑口附近では4ρ5m以上，最も

薄い部分では1m以下である。また，鉱体の東北牛部

では．2～B暦に枝分れし，その枝の1部は地層を緩めに

切つてやや急傾斜を示している。主鉱体の西方および東

側に類似の産状を示す厚さ1m以下のダイアスの層状

鉱床が知られているが，主鉱体との連続の駄況は詳らか・
ー
で
な い。主鉱体の上方約10mに露頭を有する鉱体と．

西方の鉱体とはほぼ同一準にあるものと推定されるが・

両者の聞が連続的であるかどうかはなはだ疑問であるα

それは鉱床が前述したように，母岩の緩かな向斜軸に浩

つてNE－SW方向へは細長く伸長するが，この軸を横切

る東西方向への拡り、は余り著しくないからである。

　ダイアスの鉱体の両盤に接し，パイロフィライトを主

とするルツボ用蟻石の発蓬は，ほぼダイアス鉱体の厚さ

に比例し，坑口附近で最も著しく発蓬している。また同

じく鉱体の両盤に接して所々にみられる絹雲母様白色粘

土は，鉱体の厚さの狭まつた部分および主鉱体の側辺に

やや顯著の如くである◎ルツボ用蟻石，絹雲母用粘土ば・

ともにダイアスほど連続的でなく断続はなはだしいQ
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長嚇五鵬鴻のダイアスポアおよび駐鉱床縫轄（岩鯛＿他3名）
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第9圖　　横道鉱床こ卒面甚および断面圖（岩生・山田）

　ダイアスはやや粗懸，白色または友白色種のものが多

噴1、o

　探鉱は露頭より始められたが，以後は西南方へ向けて

臆とんど坑道掘りによってのみ行われ，現在，主鉱体の

西南端部の操掘が行われている。

　鉱床の断面から推定すると，從来擦掘されたものは主

鉱体申のゾ最上暦に相当するものだけであつて・それか

ら分枝した2枚の下層は坑口附近の1部を除いてぼ，ほ

とんど探鉱も採掘も行われていない。また，主体もぞの

西南方延長部分は全く未探鉱である。このようにこの鉱

1床にはまだ多くの未探鉱地域が残ざれているぽかりでな

く，さらに備前山採掘跡との中間に有望地域を控えてい

ることは，すでに述べた通りであるo

　採掘の進行につれて坑道は鉱体の落しに從つて次第に

下方へ降つて行くので・廃水が必要とな鄭この目的も

兼ねて・現坑道より一段下方に，探鉱・廃水・蓮搬を目

的とする坑道を新たに備けることが極めて望ましい。

12・4　三浦山（田尾鉱山）（第10図参照）

三浦山は石英粉岩凄友岩のなかに胚胎したやや李たい

塊状の蝋石鉱斥で，雀約40mの範囲が確認されてい
る。なかにダイナスの小鉱塊，または小鉱脈が含有さ

れ，鉱体の西部にはダイアスの鉱粒が散在している。從

来の経験によると・ダイアスの周辺では蟻石の品質が高

いといわれている。蟷石とダィアスとの賦存此はおよそ

1／20・》1／30と推定ざれ，五島砿山に比して低い。

鉱体の南西方を囲むかのように，．粉岩岩脈が西北東南L

方向に延びて鉱体を貫いているが，この岩脈は鉱体の発

達には特に影響はなく，その外側にも酉方に向つて鉱体

21一（95）



、

は拡つているoしかし，上・

下2つの坑道とも，その西

繭端引立附近で，ほとんど

未変質母岩に逢着し，その

附近で鉱石中に特に硫化鉄

に富むに至るどとは，ある

いは鉱体の一・鷹の限界を示

すものとも考え得られるρ

　ここの蟷石の特徴は再度

述べたように水分を含んで

粘卦ヒし，坑壁を押出し，

天井の沈降をきたすことで

あるo

　露天掘りによつて採掘を

始めたが，表土の崩落その’

他によつて作業困難となる

におよんで，坑道掘りに移

行している。

地質調r査所』月報　（第4巻　第2号）
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・第10圖　　三浦山鉱床圖（山田・1951）

　この鉱床の将来性を決定するものは，上に述べた弱変

質岩を通過してさらにその外側に鉱床が発達しているか“

どうかにある。，三浦山の南東方に近接して，かなり広い

・範囲に絹雲母化帯が発達しているが，こゐ附近が探鉱に

値するF．とは・絹雲母と蟻石との陣牛関係の一般性から

みて首肯されるであろ50

　12．5　石原山（田尾鉱山）

　上・中・下の3つの小坑道によつて探鉱され，かつてそ

の中心部でダイアスが探掘されたらしいが1鉱体の全貌

はほとんど明らかにすることができない。鉱山側の言に

よるとダイアスの細脈に滑って坑道探鉱を行い，ダイア

スの筒状富鉱体に逢済したものらしい。

　　　　　　　　O　　　IOO　’　20m

　　　　　　　　　ナ
　第11倒　　高岳採掘丁場（大和鉱業所）附近地形圏　　　　ノ

B

　このダイアス鉱体はクレー用蟻石で取囲、まれている

が，花崩斑岩を原岩とするために蟷石中には石英斑晶が

多数残されており，極めて局部的に美しい紫色のヂゴモ

ルティール石の鉱染を認めうる0

12・6高岳探掘丁場（大和鉱業所）（第11・12図参照）

　上部が白色砂岩，下部が粉岩質凝友岩の累暦中にこれ

を脈1伏に貫き，また，1部この層面に並行にこれを交代1

して生じた蠣石鉱床である。

簿7子

ヤ

ズ・・十
　　黙澄　ひ

、瞬籍．

一〇m

聡蝋石イヒの綿瞳囲＼儲の挙向醐

勢露・頭　　ゑ瀦梱鞭

第12圖　高岳探掘丁場鉱床圖、
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長崎縣福江島五島砿山琵蟻石の顯微鏡的観察　（津地忠男）
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第13圖　五島膿i山を中心とする匠域の空中窺眞より

　　『推定される地質匠分（山田・1951）

地層の走両はほぼ東西ないしN70。W，傾斜はN20。

内外，鉱脈の方向はやや不規則であるが，ほぼ地暦の走

向に一致している。

2，3の小露頭が僅かに試掘され，それらの下底部を

探る目的で15m丙外の短い坑道が3本備けられている

が，予想される有望地点に到達する直前で掘進を出めた

まま放棄してあるo

鉱石は現布のところ品質が余りよくない淡紫色種7紫

色種に属する。

　現在の鉱況は良好とはいい難く，鉱床の将来性は全く

予想がつかないが，第12図に示した鉱床賦存予想地点

まで坑道を延長すること，および第11図に示した東西

方向の変質帯内の探鉱を行うことは焦眉の急であろう。

　ちなみにこの丁場は，海岸に專用積込桟橋をひかえて

おり・例え小規模であつても・優秀な鉱床が発見される

かどうかはその将来を制する重大な問題である・

13．結　言

調査の結果新たに明らカ）にされたことは，

a）一・見不規則な産状を示すようにみえる数多の鉱床

も，これに件う変質幣の分布，弱線の方向，帽岩となつ

ている始新世地暦との関係，鉱床の位置と鉱石の特徴等

を観察すると，1それらの間にある一定の規則的関係が認

められることd

　b）この関係を利用することによつて鉱床探蚕の具体

的方法の決定，および残存鉱量の推定が比較的容易に行

いうることQ

c）　こうして算出した残存鉱量は鉱量の項に表記した

通りであつて，一各種の鉱石によつて李均約10力年間の

生壼を支えるに足ること等である。しかし，五島がわが

國のダイアスの生産上に占める重要度を考えると，さら

に探鉱を積極的に進めて鉱量を増加させる必要がある。

探鉱の具体的箇所は有望地域の項で述べた通りである。

　いま1つの間題は1今後探鉱が坑道を主とせざるを得

ない状況に鑑み，ダイアス・上蟻・特蟷の生産コス下の

上昇を防ぐために相伴つて多量に出鉱されるクレー用蟻

石のより有効な利用，すなわち水簸実牧牽の向上に努め

ることが得策と考えられる。（昭和26年 3ル4月調査）
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　The　mineral　associatiσn．in　und6r血en－

tioned　ores　in　the　Got6Mine　is　as　follows：

　（1）D＆ias－diaspore十（pyrophyllite）十

（corundum）

23一（97）
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